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【 書 類 名 】 　 　 　 明 細 書
【 発 明 の 名 称 】 　 局 部 床 義 歯
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】 　 残 存 歯 （ ２ ， ３ ， ４ ， ５ ， ６ ） に 装 着 し て 用 い る 局 部 床 義 歯 （ １ ） で あ っ
て 、 残 存 歯 （ ２ ， ３ ， ４ ， ５ ， ６ ） に 装 着 し た 時 局 部 床 義 歯 （ １ ） と 残 存 歯 （ ２ ， ３ ， ５
， ６ ） と の 間 に 生 じ る 隙 間 （ ３ ８ ， ３ ９ ， ７ ０ ， ９ ３ ， ９ ４ ） を 被 覆 す る た め の 被 覆 片 （
７ ， ８ ， ９ ， １ ０ ， １ １ ） を 、 局 部 床 義 歯 （ １ ） 間 に 連 結 用 部 材 （ ２ ５ ， ２ ８ ， ３ ０ ， ３
０ ′ ） を 介 し て 可 動 可 能 に 設 け た こ と を 特 徴 と す る 局 部 床 義 歯 。
【 請 求 項 ２ 】 　 請 求 項 １ 記 載 の 局 部 床 義 歯 （ １ ） に お い て 、 前 記 被 覆 片 （ ７ ， ８ ， ９ ， １
０ ， １ １ ） は 、 被 覆 片 延 長 部 （ １ ２ ， １ ３ ， １ ４ ， １ ５ ， １ ６ ） が 一 体 に 添 設 さ れ て で き
て い る こ と を 特 徴 と す る 局 部 床 義 歯 。
【 請 求 項 ３ 】 　 請 求 項 １ 記 載 の 局 部 床 義 歯 （ １ ） に お い て 、 前 記 被 覆 片 （ ７ ， ８ ， ９ ， １
０ ， １ １ ） の 片 表 面 色 （ １ ７ ） が 前 記 局 部 床 義 歯 （ １ ） の 床 （ １ ９ ） の 床 表 面 色 （ １ ８ ）
と 同 一 色 で あ る こ と を 特 徴 と す る 局 部 床 義 歯 。
【 請 求 項 ４ 】 　 請 求 項 １ 記 載 の 前 記 局 部 床 義 歯 （ １ ） に お い て 、 前 記 連 結 用 部 材 （ ２ ８ ，
２ ９ ， ３ ０ ， ３ １ ， ７ １ ） に は 接 続 台 （ ６ ７ 、 ８ ０ 、 ８ ４ ， ９ ５ ， １ １ ６ ） を 設 け た こ と
を 特 徴 と す る 局 部 床 義 歯 。
【 請 求 項 ５ 】 　 請 求 項 １ 記 載 の 前 記 連 結 用 部 材 （ ２ ５ ， ２ ６ ， ２ ７ ， ２ ８ ， ２ ９ ， ３ ０ ，
３ １ ， ７ １ ） で 前 記 可 動 可 能 に お い て 、 可 動 可 能 な ら し め る 機 能 を も つ 可 動 材 （ ５ １ ， ５
２ ， ５ ３ ， ５ ４ ， ５ ５ ， ５ ６ ， ５ ７ ， ５ ８ ） を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 局 部 床 義 歯 。
【 請 求 項 ６ 】 　 請 求 項 １ 、 ５ 記 載 の 前 記 連 結 用 部 材 （ ２ ５ ， ２ ８ ， ３ ０ ） に お い て 、 前 記
可 動 材 （ ５ １ ， ５ ４ ， ５ ６ ） に は 引 っ 張 り 棒 ば ね （ ２ ４ ， ５ ９ ， ８ ７ ） を 設 け て 棒 で つ く
っ た ば ね を 用 い た こ と を 特 徴 と す る 局 部 床 義 歯 。
【 請 求 項 ７ 】 　 請 求 項 １ ， ４ ， ５ 記 載 の 前 記 連 結 用 部 材 （ ２ ６ ） に お い て 、 前 記 可 動 材 （
５ ２ ） に は 帯 状 板 で つ く っ た 引 っ 張 り 板 ば ね （ ４ １ ） を 設 け て 板 で つ く っ た ば ね を 用 い た
こ と を 特 徴 と す る 局 部 床 義 歯 。
【 請 求 項 ８ 】 　 請 求 項 １ ， ４ ， ５ 記 載 の 前 記 連 結 用 部 材 （ ２ ７ ） に お い て 、 前 記 可 動 材 （
５ ３ ） に は 引 っ 張 り コ イ ル ば ね （ ４ ５ ） を 設 け て コ イ ル で つ く っ た ば ね を 用 い た こ と を 特
徴 と す る 局 部 床 義 歯 。
【 請 求 項 ９ 】 　 請 求 項 １ ， ４ ， ５ 記 載 の 前 記 連 結 用 部 材 （ ２ ９ ， ３ １ ） に お い て 、 前 記 可
動 材 （ ５ ５ ， ５ ７ ） に は 潰 し 圧 縮 コ イ ル ば ね （ ７ ８ ， １ ０ ６ ） を 設 け て コ イ ル を 略 平 面 状



に 潰 し た ば ね を 用 い た こ と を 特 徴 と す る 局 部 床 義 歯 。
【 請 求 項 １ ０ 】 　 請 求 項 １ ， ４ ， ５ 記 載 の 前 記 連 結 用 部 材 （ ７ １ ） に お い て 、 前 記 可 動 材
（ ５ ８ ） に は 磁 石 （ １ １ ５ ， １ １ ５ ′ ） を 用 い た こ と を 特 徴 と す る 局 部 床 義 歯 。
【 請 求 項 １ １ 】 　 請 求 項 １ ， ４ 記 載 の 前 記 連 結 用 部 材 （ ２ ５ ， ２ ６ ， ２ ７ ， ２ ８ ， ２ ９ ，
３ ０ ， ３ １ ， ７ １ ） に お い て 、 こ れ に は 連 結 材 （ ３ ２ ， ４ ３ ， ４ ７ ， ４ ８ ， ４ ９ ， ５ ０ ，
９ ９ ， １ ０ ４ ） を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 局 部 床 義 歯
【 請 求 項 １ ２ 】 　 請 求 項 １ ， ４ 記 載 の 前 記 連 結 用 部 材 （ ２ ８ ， ２ ９ ， ３ ０ ， ３ １ ） に お い
て 、 前 記 連 結 材 （ ４ ８ ， ４ ９ ， ５ ０ ， ９ ９ ） に は 板 （ ６ ３ ， ７ ６ ， ８ ６ ， １ ０ １ ） に し て
設 け た こ と を 特 徴 と す る 局 部 床 義 歯 。
【 請 求 項 １ ３ 】 　 請 求 項 １ ， ４ 記 載 の 前 記 連 結 用 部 材 （ ７ １ ） に お い て 、 前 記 連 結 材 （ １
０ ４ ） は 直 線 状 を し た 棒 （ １ １ １ ） に こ れ と 平 行 に て 一 体 に 横 転 防 止 棒 （ １ １ ２ ） を 設 け
て で き て い る こ と を 特 徴 と す る 局 部 床 義 歯 。
【 請 求 項 １ ４ 】 　 請 求 項 １ ， ４ 記 載 の 前 記 連 結 用 部 材 （ ２ ８ ， ２ ９ ） に お い て 、 前 記 連 結
材 （ ４ ８ ， ４ ９ ） の 板 （ ６ ３ ， ７ ６ ） が 係 合 し た 溝 （ ６ ８ ， ６ ８ ′ ， ７ ２ ， ７ ２ ′ ） に て
な る 軌 道 （ ６ ９ ， ６ ９ ′ ， ７ ４ ， ７ ４ ′ ） を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 局 部 床 義 歯 。
【 請 求 項 １ ５ 】 　 請 求 項 １ ， ４ 記 載 の 前 記 連 結 用 部 材 （ ７ １ ） に お い て 、 前 記 連 結 材 （ １
０ ４ ） が 係 合 し た 透 孔 （ １ ２ １ ， １ ２ １ ′ ） に て な る 軌 道 （ １ ２ ３ ， １ ２ ３ ′ ） を 設 け た
こ と を 特 徴 と す る 局 部 床 義 歯 。
【 請 求 項 １ ６ 】 　 請 求 項 １ 、 ４ 記 載 の 前 記 連 結 用 部 材 （ ２ ５ ） に お い て 、 前 記 連 結 材 （ ３
２ ） の 棒 （ ３ ７ ） が 係 合 し て 支 点 （ ３ ５ ） を つ く っ た 縦 支 点 材 （ ３ ４ ） を 設 け た こ と を 特
徴 と す る 局 部 床 義 歯 。
【 請 求 項 １ ７ 】 　 請 求 項 １ ， ４ 記 載 の 前 記 連 結 用 部 材 （ ３ ０ ， ３ １ ） に お い て 、 前 記 連 結
材 （ ５ ０ ， ９ ９ ） の 板 （ ８ ６ ， １ ０ １ ） が 係 合 し て 支 点 （ ８ ８ ， １ ０ ２ ） を つ く っ た 横 支
点 材 （ ８ ９ ， ９ ７ ） を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 局 部 床 義 歯 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
　 本 発 明 は 、 歯 科 用 で 局 部 床 義 歯 に お い て 、 残 存 歯 に 局 部 床 義 歯 を 装 着 し て 残 存 歯 の 豊 隆
部 の 下 部 と 局 部 床 義 歯 と の 間 に 生 じ る 隙 間 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
　 　 従 来 の 前 記 隙 間 に お い て は 、 何 の 対 応 処 置 も 施 さ れ て い な い 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 発 明 の 解 決 し よ う と す る 課 題 】
　 従 来 の 前 記 隙 間 に お い て は 、 食 物 が 挟 ま り 煩 わ し く ま た は 美 観 を 損 う 等 の 問 題 点 が あ っ
た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 で は 、 前 記 隙 間 に お い て 、 こ れ に 被 せ る 被 覆 片 を 、 局 部 床 義 歯 間 に 設 け た 連 結 用
部 材 に て 可 動 可 能 に す る こ と に よ り 解 決 せ ん と す る を 目 的 と し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 連 結 用 部 材 に 被 覆 片 可 動 可 能 な ら し め る 機 能 を も つ 可 動 材
を 設 け る と 効 果 的 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 前 記 被 覆 片 に お い て は 、 鉤 を 要 す る 残 存 歯 に 被 覆 片 を 被 せ る 場 合 は 鉤 の 代 役 可 能 に 被 覆
片 を 適 宜 に 延 長 し て つ く る と よ い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 前 記 被 覆 片 の 片 表 面 色 は 、 局 部 床 義 歯 の 床 表 面 色 と 同 一 色 に す る と よ い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 前 記 連 結 用 部 材 に は 、 後 記 す る 連 結 材 並 び に 可 動 材 を 嵌 脱 可 能 に す る た め に 接 続 台 を 設
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け る と よ い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 前 記 可 動 材 に は 、 ば ね を 用 い る の も よ い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 前 記 可 動 材 に は 、 磁 石 を 用 い る の も よ い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 前 記 連 結 用 部 材 に お い て 、 被 覆 片 と 可 動 材 と を 連 結 す る 連 結 材 を 設 け る と よ い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 前 記 連 結 材 に は 、 板 を 用 い る の も よ い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 前 記 連 結 材 に は 、 二 本 の 棒 を 平 行 に て 一 体 に し て つ く っ て 用 い る の も よ い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 前 記 連 結 用 部 材 に お い て 、 被 覆 片 を 正 確 な 進 退 可 能 な ら し め る た め の 軌 道 を 設 け る と よ
い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 前 記 連 結 用 部 材 に お い て 、 被 覆 片 の 遊 動 を 制 御 す る 支 点 を 設 け る と よ い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
【 発 明 実 施 の 形 態 】
　 発 明 実 施 の 形 態 を 実 施 例 に も と づ き 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
　 図 １ に 示 さ れ る 実 施 例 で は 、 例 え ば 上 顎 の 局 部 床 義 歯 １ に て 図 説 し た も の で 残 存 歯 ２ ，
３ ， ４ ， ５ ， ６ に 局 部 床 義 歯 １ を 装 着 し た 上 面 図 で あ り （ 齦 部 の 図 示 は 省 略 し た ） 、 局 部
床 義 歯 １ に 設 け る 鉤 （ ク ラ ス プ ） を 要 す る 残 存 歯 ２ ， ３ ， ５ ， ６ に お い て 鉤 の 代 役 を す る
ま た は 残 存 歯 の 植 立 状 態 等 の 理 由 で 漠 然 と し た 境 界 で 適 宜 に 延 長 し て つ く っ た 被 覆 片 延 長
部 １ ２ ， １ ３ ， １ ４ ， １ ５ ， １ ６ が そ れ ぞ れ 一 体 に 添 設 さ れ て で き て い る 被 覆 片 ７ ， ８ ，
９ ， １ ０ ， １ １ は こ れ の 材 料 は 例 え ば 床 １ ９ の 材 料 と 略 同 じ の 即 時 重 合 レ ヂ ン で つ く っ て
あ る と 共 に こ の 被 覆 片 ７ ， ８ ， ９ ， １ ０ ， １ １ の 片 表 面 色 １ ７ が 局 部 床 義 歯 １ の 床 １ ９ の
床 表 面 色 １ ８ と 同 一 色 （ 略 ピ ン ク 色 ） に て つ く っ て あ る 。 ま た 後 記 す る Ａ － Ａ 線 、 Ｂ － Ｂ
線 ， Ｃ － Ｃ 線 の 断 面 線 と 、 局 部 床 義 歯 １ の 人 工 歯 ２ ０ ， ２ １ 、 ２ ２ 、 ２ ３ ， ７ ３ と を 図 示
し た 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ２ に 示 さ れ る 実 施 例 で は 、 図 ３ と 一 連 の も の で 拡 大 し た 図 １ の Ａ － Ａ 線 断 面 図 で あ る
（ 前 置 き と し て 、 唇 側 の 方 を 前 方 、 舌 側 の 方 を 後 方 、 概 し て 咬 合 平 面 の 方 を 上 方 、 極 細 の
線 で も 棒 と 呼 ぶ 事 と し た ） 。 こ の 残 存 歯 ２ の 遠 心 部 の 側 面 に 対 面 す る 局 部 床 義 歯 １ の 床 １
９ と 人 工 歯 ２ ０ の 側 面 に は 、 局 部 床 義 歯 １ と 連 結 さ れ て い る 被 覆 片 ７ を （ 後 記 す る 被 覆 片
８ ， ９ ， １ ０ ， １ １ を も 同 様 ） 可 動 可 能 な
　
　
　
　
【 ０ ０ １ ８ 】
　 そ し て 前 記 引 っ 張 り 棒 ば ね ２ ４ の 後 部 は 外 方 に 向 け て 折 り 返 し た 部 分 を 固 定 部 ３ ６ と し
て 用 い る と 共 に 前 部 は 被 覆 片 ７ と 連 結 し た 連 結 材 ３ ２ に は 略 水 平 に 折 曲 し て つ く っ た 折 曲
容 易 な 棒 ３ ７ を 用 い て つ く っ た 連 結 用 部 材 ２ ５ は 掘 削 部 ３ ３ に 嵌 入 し て 固 定 部 ３ ６ が 局 部
床 義 歯 １ と 埋 没 固 定 し て あ る 。 さ ら に 加 え て 連 結 用 部 材 ２ ５ に は 材 料 は 直 線 状 の 棒 を 用 い
こ れ の 下 部 は 任 意 に 僅 か に 折 曲 し て 固 定 部 １ ３ １ と し そ し て 作 用 点 （ 被 覆 片 を 指 す ） は 横
方 向 に 働 く 縦 支 点 材 ３ ４ を 連 結 材 ３ ２ の 棒 ３ ７ の 近 心 部 に 立 て て 設 け 且 つ 進 退 可 能 に 棒 ３
７ に 密 接 し て 支 点 ３ ５ が で き て お り 、 そ し て て 固 定 部 １ ３ １ が 局 部 床 義 歯 １ に 埋 没 固 定 し
て あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ３ に 示 さ れ る 実 施 例 で は 、 図 １ の 説 明 不 要 部 は 破 断 し て 拡 大 し た 正 面 図 で あ り 、 被 覆
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片 延 長 部 １ ２ を 添 設 し て な る 被 覆 片 ７ と 被 覆 片 延 長 部 １ ３ を 添 設 し て な る 被 覆 片 ８ と の 鉤
の 代 役 を 求 め ら れ る こ の 二 者 は さ ら に 被 覆 片 を 延 長 し て 一 体 に て 連 結 さ れ て お り 、 こ れ を
人 工 歯 ２ ０ ， ２ １ の 歯 頸 部 に は そ れ ぞ れ 僅 か に 被 覆 し 、 鉤 を 要 す る 残 存 歯 ２ の 歯 頸 部 に は
鉤 の 代 役 充 分 可 能 に 被 覆 し て あ り 、 且 つ 局 部 床 義 歯 １ の 床 １ ９ の 床 縁 ４ ０ と 残 存 歯 ２ の 遠
心 部 並 び に 近 心 部 と の 間 に で き た 隙 間 ３ ８ 、 ３ ９ を 被 覆 し て お り 、 そ し て 連 結 用 部 材 ２ ５
の 連 結 材 ３ ２ の 棒 ３ ７ が 被 覆 片 ７ 、 ８ に 埋 没 固 定 さ れ て お る 。 な お 図 面 は 省 略 し た が 局 部
床 義 歯 １ の 人 工 歯 ２ １ の 近 心 部 に 連 結 用 部 材 ２ ５ と は 向 き が 反 対 向 き で 全 く 同 じ 構 造 の 連
結 用 部 材 を 設 定 し こ れ の 連 結 材 を 被 覆 片 ８ に 埋 没 固 定 す る 等 も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ４ に 示 さ れ る 実 施 例 で は 、 図 ２ に 示 し た 連 結 用 部 材 ２ ５ の 実 施 例 で 連 結 用 部
　
　
　
　
後 部 は 外 方 に 折 り 返 し て 局 部 床 義 歯 と 固 定 さ れ る 固 定 部 ４ ２ が つ く っ て あ り 、 さ ら に 引 っ
張 り 板 ば ね ４ １ の 前 部 は 被 覆 片 と 連 結 す る 連 結 材 ４ ３ に は 適 宜 に 折 曲 容 易 な 棒 ４ ６ に し て
つ く っ て あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ５ に 示 さ れ る 実 施 例 で は 、 図 ２ で 示 し た 連 結 用 部 材 ２ ５ の 実 施 例 で 連 結 用 部 材 ２ ７ の
み の 拡 大 し た 側 面 図 で あ り 、 可 動 材 ５ ３ は 圧 縮 コ イ ル ば ね で つ く る の も 良 く ま た は コ イ ル
を 略 平 面 状 に 潰 し て 用 い る の も 良 く 例 え ば 外 径 が 極 小 の 引 っ 張 り コ イ ル ば ね ４ ５ を 用 い 、
こ れ の 上 部 は 上 方 に 向 け て 略 円 形 状 に 折 曲 し て 局 部 床 義 歯 と 固 定 さ れ る 固 定 部 ４ ４ を つ く
っ て 設 け る と 共 に 、 下 部 の 被 覆 片 と 連 結 さ れ る 連 結 材 ４ ７ に は 前 方 に 向 け て 略 水 平 に つ く
っ て 設 け た 棒 ６ ０ で で き て お る 。 な お こ の 引 っ 張 り コ イ ル ば ね ４ ５ は こ れ の 下 部 を 横 方 向
に 引 っ 張 っ て （ 通 常 軸 方 向 に 引 っ 張 る ） 用 い る よ う に し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ６ に 示 さ れ る 実 施 例 で は 、 図 ７ と 一 連 の も の で 拡 大 し た 図 １ の Ｂ － Ｂ 線 断 面 図 で あ り
、 こ の 残 存 歯 ３ の 近 心 部 の 側 面 に 対 面 す る 局 部 床 義 歯 １ の 床 １ ９ と 人 工 歯 ２ ２ の 側 面 に は
、 接 続 台 ６ ７ の 基 板 １ ２ ２ に 横 長 方 形 状 の 板 を 用 い こ れ の 上 部 と 下 部 と を 折 り 返 し 部 ６ １
， ６ １ ′ で 手 前 の 方 に 向 け て 折 り 返 し て で き た 台 上 板 １ ０ ９ ， １ ０ ９ ′ と 接 続 台 ６ ７ の 基
板 １ ２ ２ と の 間 に で き た 溝 ６ ８ ， ６ ８ ′ を 軌 道 ６ ９ ， ６ ９ ′ と し て 用 い た 。 そ し て 被 覆 片
９ と 連 結 し た 連 結 材 ４ ８ の 前 部 は 折 曲 容 易 な 棒 ６ ２ で つ く り こ れ と 一 体 に 後 部 は 軌 道 ６ ９
， ６ ９ ′ に 嵌 合 密 接 し て 進 退 可 能 な 板 ６
　
　
引 っ 張 り 棒 ば ね ５ ９ を 用 い て 、 こ れ は 接 続 台 ６ ７ の 後 端 部 を 手 前 に 向 け て 再 度 折 り 返 し て
つ く っ た 鉤 ６ ５ と 板 ６ ３ の 前 部 に 設 け た 鉤 ６ ４ と に 引 っ 掛 け て 被 覆 片 ９ を 進 退 可 能 に 引 っ
張 っ て い る 。 斯 く つ く っ た 連 結 用 部 材 ２ ８ の 接 続 台 ６ ７ は 掘 削 部 ６ ６ に 嵌 合 し て 局 部 床 義
歯 １ と 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ７ に 示 さ れ る 実 施 例 で は 、 図 １ の 説 明 不 要 部 は 破 断 し て 拡 大 し た 左 側 の 頬 側 の み の 正
面 図 で あ り 、 被 覆 片 延 長 部 １ ４ を 添 設 し て な る 被 覆 片 ９ は 人 工 歯 ２ ２ の 歯 頸 部 に は 僅 か に
被 覆 し て 且 つ 鉤 を 要 す る 残 存 歯 ３ の 歯 頸 部 に は 鉤 の 代 役 充 分 可 能 に 被 覆 し て お り （ 残 存 歯
４ は 鉤 不 要 ） 、 さ ら に 局 部 床 義 歯 １ の 床 １ ９ の 床 縁 ４ ０ と 残 存 歯 ３ と の 間 に で き た 隙 間 ７
０ を 被 覆 し て お り 、 そ し て 連 結 用 部 材 ２ ８ の 連 結 材 ４ ８ の 棒 ６ ２ は 被 覆 片 ９ に 埋 没 固 定 さ
れ て お る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
図 ８ に 示 さ れ る 実 施 例 で は 、 図 ６ の 連 結 用 部 材 ２ ８ の 実 施 例 で 連 結 用 部 材 ２ ９ の み の 拡 大
し た 側 面 図 で あ り 、 接 続 台 ８ ０ の 基 板 １ ２ ９ に 横 長 の 方 形 状 の 板 を 用 い こ れ の 上 部 と 下 部
と を 折 り 返 し 部 ７ ９ ， ７ ９ ′ で 手 前 の 方 に 向 け て 折 り 返 し て で き た 台 上 板 １ １ ０ ， １ １ ０
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′ と 接 続 台 ８ ０ の 基 板 １ ２ ９ と の 間 に で き た 溝 ７ ２ ， ７ ２ ′ を 軌 道 ７ ４ ， ７ ４ ′ と し て 用
い た 。 そ し て 連 結 材 ４ ９ は こ れ の 前 部 に は 被 覆 片 と 連 結 す る 部 分 が 適 宜 に 折 曲 容 易 な 棒 ７
５ を 設 け そ し て こ れ と 一 体 で 後 部 に は 軌 道 ７ ４ ， ７ ４ ′ に 嵌 合 密 接 し て 進 退 可 能 に て な る
板 ７ ６ を 停 止 板 １ ３ ０ に て 後 退 を 停 止 さ せ て 設 け て さ ら に 板 ７ ６ の 後 部 は 幅 を 狭 く し て 折
り 返 し 部 ８ １ で 手 前 の 方 に 向 け て 折 り 返 し て 板 ７ ６ の 前 部 迄 及 ん だ 上 板 ７ ７ が つ く ら れ て
お り 且 つ 上 板 ７ ７ と 板 ７ ６ と の 間 に 僅 か な 隙 間 を 作 っ て で き て い る 。 そ し て 可 動 材 ５ ５ は
コ イ ル ば ね を 略 平 面 状 に 潰 し て つ く っ た 潰 し 圧 縮 コ イ ル ば ね ７ ８ を 用 い て こ れ の 中 空 部 に
上 板 ７ ７ を 嵌 入 す る と 潰 し 圧 縮 コ イ ル ば ね ７ ８ の 一 方 端 は 折 り 返 し 部 ８ １ で 動 き は 停 止 し
て お り 他 方 端 は 台 上 板 １ １ ０ の 後 部 を 折 曲 し て つ く っ た 鉤 ８ ２ に 引 っ 掛 け て で き て お る
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ９ に 示 さ れ る 実 施 例 で は 、 図 １ ０ と 一 連 で 拡 大 し た 図 １ の Ｃ － Ｃ 線 断 面 図 で あ り 、 残
存 歯 ５ の 遠 心 部 の 側 面 に 対 面 す る 局 部 床 義 歯 １ の 床 １ ９ と 人 工 歯 ２ ３ の 側 面 に は 接 続 台 ８
４ の 基 板 １ ２ ７ に 横 長 の 略 方 形 状 の 板 を 用 い こ れ の 前 方 を 除 く 三 方 の 辺 縁 部 を 手 前 の 方 に
向 け て 折 曲 し て 立 て た 囲 い ８ ３ ， ８ ３ ′ ， ８ ３ ″ を つ く り 、 こ の 囲 い ８ ３ の 前 端 の 下 面 を
横 方 向 に 水 平 に つ く っ て 作 用 点 が 上 、 下 方 向 に 働 く 横 支 点 材 ８ ９ が 設 け て あ り さ ら に は こ
れ の 後 部 に 切 曲 し て つ く っ た 鉤 ９ ０ が 設 け て あ る 。 そ し て 連 結 材 ５ ０ は こ れ の 前 部 で 被 覆
片 １ ０ と 固 定 連 結 し た 部 分 に 用 い た 棒 ８ ５ と こ れ と 一 体 に て 後 部 に 用 い た 板 ８ ６ と に て で
き て お る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　
　
８ ７ の 一 方 端 は 板 ８ ６ の 前 部 の 下 部 に 設 け た 鉤 ９ １ に 引 っ 掛 け て 他 方 端 は 上 部 に あ る 囲 い
８ ３ に 設 け た 鉤 ９ ０ に 引 っ 掛 け て あ り 、 こ の 事 か ら 上 部 に あ る 鉤 ９ ０ に 固 定 さ れ た 弾 性 は
下 部 に あ る 鉤 ９ １ と 一 体 の 板 ８ ６ の 後 部 を 上 方 に 引 っ 張 り 上 げ る 力 が 予 想 以 上 に 働 い て も
対 応 可 能 に 板 ８ ６ の 後 部 と 囲 い ８ ３ と の 間 に は 空 間 １ ０ ７ が 設 け て あ り 、 斯 く し て 連 結 材
５ ０ の 板 ８ ６ は 横 支 点 材 ８ ９ に 進 退 可 能 に 密 接 し て 支 点 ８ ８ が で き て お る 。 斯 く つ く っ た
連 結 用 部 材 ３ ０ と 一 体 の 接 続 台 ８ ４ は 掘 削 部 １ ０ ８ に 嵌 合 し て 局 部 床 義 歯 １ と 固 定 し て あ
る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 １ ０ に 示 さ れ る 実 施 例 で は 、 図 説 不 要 部 は 破 断 し た 図 １ の 拡 大 し た 右 側 で 頬 側 面 の み
の 正 面 図 で あ り 、 被 覆 片 延 長 部 １ ５ を 添 設 し て な る 被 覆 片 １ ０ に は 連 結 用 部 材 ３ ０ の 棒 ８
５ が 埋 没 固 定 さ れ て お り 、 そ し て 被 覆 片 延 長 部 １ ６ を 添 設 し て な る 被 覆 片 １ １ に は 床 １ ９
と 人 工 歯 ７ ３ の 近 心 部 に 設 け た 連 結 用 部 材 ３ ０ ′ （ こ れ の 図 説 は 省 略 し た が 連 結 用 部 材 ３
０ と ３ ０ ′ と は 近 心 部 ま た は 遠 心 部 へ の 設 定 で 向 き が 変 わ る の み で 構 造 は 全 く 変 わ ら な い
） の 連 結 材 ５ ０ ′ の 棒 ８ ５ ′ が 埋 没 固 定 さ れ て お り 、 さ ら に 被 覆 片 １ ０ と １ １ と の 両 者 は
凹 凸 を つ く ら な い 為 に 連 結 さ れ て 一 体 に で き て お り 、 こ の 被 覆 片 １ ０ ， １ １ は そ れ ぞ れ に
人 工 歯 ２ ３ ， ７ ３ の 歯 頸 部 に は 僅 か に 被 覆 し 且 つ 鉤 を 要 す る 残 存 歯 ５ ， ６ の 歯 頸 部 に は 鉤
の 代 役 充 分 可 能 に 被 覆 し さ ら に は 局 部 床 義 歯 １ の 床 １ ９ の 床 縁 ４ ０ と 残 存 歯 ５ ， ６ と の 間
に で き た 隙 間 ９ ３ ， ９ ４ に 被 覆 し て あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 １ １ に 示 さ れ る 実 施 例 で は 、 図 ９ の 連 結 用 部 材 ３ ０ の 実 施 例 で 連 結 用 部 材 ３ １ の み を
拡 大 し た 側 面 図 で あ り 、 接 続 台 ９ ５ の 基 板 １ ２ ８ に 横 長 で 略 方 形 状 の 板 を 用 い こ れ の 前 方
を 除 く 三 方 の 辺 縁 部 を 手 前 の 方 に 向 け て 折 曲 し て 立 て た 囲 い ９ ６ ， ９ ６ ′ ， ９ ６ ″ を つ く
り 、 囲 い ９ ６ の 前 端 の 下 面 を 横 方 向 に 水 平 に つ く っ て 作 用 点 が 上 、 下 方 向 に 働 く 横 支 点 材
９ ７ を 設 け 、 囲 い ９ ６ の 後 部 に は こ れ を 切 曲 し て つ く っ た 鉤 ９ ８ が 設 け て あ る 。 且 つ 連 結
材 ９ ９ は こ れ の 前 部 に 被 覆 片 と 連 結 す る 部 分 に は 棒 １ ０ ０ を 用 い そ し て こ れ と 一 体 に て 後
部 は 板 １ ０ １ を 用 い る と 共 に こ の 板 １ ０ １ の 後 部 は 折 り 返 し 部 １ ０ ３ で 手 前 の 方 に 向 け て
折 り 返 し て で き た 上 板 １ ０ ５ は 板 １ ０ １ と の 間 に 僅 か な 隙 間 を つ く っ て 板 １ ０ １ の 前 部 に
及 ん で 設 け て で き て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
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　 そ し て 可 動 材 ５ ７ は 略 平 面 状 に 潰 し た 潰 し 圧 縮 コ イ ル ば ね １ ０ ６ を 用 い る と 共 に こ れ の
中 空 部 に 上 板 １ ０ ５ を 嵌 入 す る と 潰 し 圧 縮 コ イ ル ば ね １ ０ ６ の 一 方 端 は 折 り 返 し 部 １ ０ ３
で 動 き は 停 止 し て お り 他 方 端 は 上 方 に 設 け た 鉤 ９ ８ に 引 っ 掛 け て あ り 、 こ の 弾 性 は 上 方 か
ら 下 方 に あ る 上 板 １ ０ ５ を 上 方 に 引 っ 張 り 上 げ る 力 が 予 想 以 上 に 働 い て も 対 応 可 能 に 板 １
０ １ の 後 部 と 囲 い ９ ６ と の 間 に 空 間 １ ３ ２ が つ く っ て あ る ． 。 斯 く し て 板 １ ０ １ は 横 支 点
材 ９ ７ に 進 退 可 能 に 密 接 し て 支 点 １ ０ ２ を つ く っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 １ ２ ， １ ３ に 示 さ れ る 実 施 例 で は 、 連 結 用 部 材 ７ １ の み の 拡 大 し た 側 面 図 と 図 １ ２ の
Ｄ － Ｄ 線 断 面 図 で あ り 、 被 覆 片 と 連 結 す る 直 線 状 を し た 棒 １ １ １ と こ れ に 平 行 に 設 け た 直
線 状 し た 横 転 防 止 棒 １ １ ２ と は 直 線 状 を し た 柱 １ １ ３ に て そ れ ぞ れ 連 結 固 定 し て 棒 １ １ １
、 柱 １ １ ３ 、 横 転 防 止 棒 １ １ ２ の 三 者 は 一 体 に て 工 字 状 に つ く ら れ て 連 結 材 １ ０ ４ が で き
て お る 。 そ し て 接 続 台 １ １ ６ の 基 板 １ １ ８ に は 台 形 状 の 板 を 用 い て こ れ の 下 部 と 上 部 と を
折 り 返 し 部 １ １ ４ ， １ １ ４ ′ で 手 前 の 方 に 向 け て そ れ ぞ れ 折 り 返 し て で き た 上 板 １ １ ９ と
基 板 １ １ ８ と の 間 に は 棒 １ １ １ が 進 退 可 能 に 嵌 合 し た 溝 １ １ ７ が つ く ら れ て お る と 共 に 上
板 １ １ ９ ′ と 基 板 １ １ ８ と の 間 に は 横 転 防 止 棒 １ １ ２ が 進 退 可 能 に 嵌 合 し た 溝 １ １ ７ ′ が
つ く ら れ て 接 続 台 １ １ ６ が で き て お る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 可 動 材 ５ ８ に 用 い た 磁 石 １ １ ５ ， １ １ ５ ′ の 下 面 （ 棒 １ １ １ と 対 向 す る 面 ） に は 棒
１ １ １ が 進 退 可 能 に 嵌 合 し た 溝 １ ２ ０ ， １ ２ ０ ′ が つ く っ て あ る と 共 に 磁 石 １ １ ５ ， １ １
５ ′ の 上 面 （ 横 転 防 止 棒 １ １ ２ と 対 向 す る 面 ） に は 横 転 防 止 棒 １ １ ２ が 進 退 可 能 に 嵌 合 し
た 溝 １ ２ ４ ， １ ２ ４ ′ が つ く っ て あ り 、 さ ら に 柱 １ １ ３ と 対 向 す る 磁 石 １ １ ５ ， １ １ ５ ′
の 面 に は 柱 １ １ ３ が 嵌 合 し た 溝 １ ２ ５ ， １ ２ ５ ′ が つ く っ て あ る 。 且 つ 磁 石 １ １ ５ ， １ １
５ ′ の 外 方 端 に は 局 部 床 義 歯 と 固 定 す る 切 除 し て つ く っ た 固 定 部 １ ２ ６ ， １ ２ ６ ′ を 設 け
て 可 動 材 ５ ８ が で き て お る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 そ し て （ 特 に 図 １ ３ を 参 照 さ れ た い ） 接 続 台 １ １ ６ の 下 部 に 設 け た 溝 １ １ ７ と 磁 石 １ １
５ ， １ １ ５ ′ の 下 面 に 設 け た 溝 １ ２ ０ ， １ ２ ０ ′ と が 対 向 し て 棒 １ １ １ を 囲 ん で で き た 透
孔 １ ２ １ を 軌 道 １ ２ ３ と し て 用 い る と 共 に 接 続 台 １ １ ６ の 上 部 に 設 け た 溝 １ １ ７ ′ と 磁 石
１ １ ５ ， １ １ ５ ′ の 上 面 に 設 け た 溝 １ ２ ４ ， １ ２ ４ ′ と が 対 向 し て 横 転 防 止 棒 １ １ ２ を 囲
ん で で き た 透 孔 １ ２ １ ′ を 軌 道 １ ２ ３ ′ と し て 用 い て 連 結 用 部 材 ７ １ が で き て お る 。 さ ら
に は 図 １ ２ で 詳 述 す る と 、 被 覆 片 は 左 に あ り 「 左 向 き 」 に で き て い る 連 結 用 部 材 ７ １ は 磁
石 １ １ ５ ′ の 固 定 部 １ ２ ６ ′ を 接 続 台 １ １ ６ と 共 に 局 部 床 義 歯 に 固 定 し た と し て 連 結 材 １
０ ４ を 引 っ 張 る と 連 結 材 １ ０ ４ は 固 定 さ れ た 磁 石 １ １ ５ ′ と 引 っ 張 り 合 っ て い る 磁 石 １ １
５ と 共 に 進 退 す る 事 と な り 、 こ れ を 設 定 場 所 に よ り 「 右 向 き 」 に す る と き は 磁 石 １ １ ５ の
固 定 部 １ ２ ６ を 局 部 床 義 歯 に 固 定 し た と す る と 連 結 用 部 材 ７ １ の 右 の 方 か ら 連 結 材 １ ０ ４
を 嵌 合 す る と 良 く 、 つ ま り 固 定 部 １ ２ ６ ま た は １ ２ ６ ′ の 何 れ か を 固 定 す る こ と に よ り 何
れ の 設 定 場 所 に も 適 応 可 能 に で き て お る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
【 発 明 の 効 果 】
　 本 発 明 は 、 以 上 説 明 し た よ う に 構 成 さ れ て い る の で 、 以 下 に 記 載 さ れ る よ う な 効 果 を 奏
す る
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 請 求 項 １ に お い て は 、 局 部 床 義 歯 と 残 存 歯 と の 間 に で き た 隙 間 に は 、 連 結 用 部 材 に 設 け
た 可 動 材 に て 可 動 可 能 に で き た 被 覆 片 を 被 覆 し た の で 、 美 観 を も 満 足 さ せ る と 共 に 食 物 が
挟 か る こ と は な く 不 潔 と 嫌 悪 感 を 払 拭 し た 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 請 求 項 ２ で の 被 覆 片 延 長 部 に お い て は 、 局 部 床 義 歯 と 鉤 を 要 す る 残 存 歯 と の 間 に 生 じ た
隙 間 に 被 せ た 被 覆 片 を 更 に 延 長 し て つ く っ た 被 覆 片 延 長 部 を 設 け て 、 こ れ に て 鉤 を 要 す る
残 存 歯 の 豊 隆 部 の 高 低 に は 気 遣 う 事 な く 齦 ギ リ ギ リ の 所 を 鉤 の 代 役 可 能 に 被 覆 し て 、 老 い
の 証 明 と も な り 、 ま た は 食 物 の 淀 み を 齎 し 、 さ ら に は 本 人 は 勿 論 の 事 他 人 か ら 見 て も 不 愉
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快 な 思 い を す る 等 の 元 凶 で も あ る 鉤 そ の も の を 排 除 し た 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 請 求 項 ３ で の 片 表 面 色 に お い て は 、 被 覆 片 の 片 表 面 色 と 局 部 床 義 歯 の 床 表 面 色 と を 同 一
色 に し た の で 、 本 人 の 顎 な の か 又 は 局 部 床 義 歯 の 床 、 或 い は 被 覆 片 な の か 判 別 が 出 来 な い
程 に 違 和 感 が 無 く 美 意 識 を 満 足 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 請 求 項 ４ で の 接 続 台 に お い て は 、 連 結 用 部 材 は 主 と し て 可 動 材 、 連 結 材 、 固 定 材 の 三 者
に て で き て お り 、 こ れ を 三 者 一 体 に 作 る と 三 者 の 一 者 の み を 修 正 ま た は 交 換 は 不 可 能 で 且
つ 被 覆 片 を も 作 り 変 え な く て は な ら な い 、 こ の 事 か ら 可 動 材 と 連 結 材 と の 二 者 を 個 々 に 嵌
脱 可 能 な 固 定 材 を 備 え 持 つ 接 続 台 を 設 け た 事 か ら 、 被 覆 片 に 支 障 を 来 し た 時 は 被 覆 片 と 一
体 の 連 結 材 を 取 り 外 し て 修 正 ま た は 交 換 す れ ば 良 く 、 可 動 材 も 同 様 是 の み を 取 り 外 し て 修
正 、 交 換 す れ ば 良 く 、 斯 く 修 正 、 交 換 、 作 り 変 え を 容 易 な ら し め る と 共 に 接 続 台 に は 軌 道
を 容 易 に 設 け る 事 も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 請 求 項 ５ で の 可 動 材 に お い て は 、 被 覆 片 は 残 存 歯 と 密 接 ま た は 離 間 を 求 め ら れ る 事 か ら
、 被 覆 片 を 可 動 可 能 な ら し め る 機 能 を も つ 不 可 欠 の 可 動 材 を 設 け た 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 請 求 項 ６ で の 棒 ば ね に お い て は 、 人 工 歯 の 下 顎 前 歯 の よ う に 設 定 範 囲 の 極 め て 狭 い 場 合
何 れ の 方 向 に も 切 曲 容 易 で 且 つ 構 造 が 単 純 で あ る 事 か ら 清 潔 で 清 掃 も 容 易 な 棒 ば ね を 用 い
た 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 請 求 項 ７ で の 板 ば ね に お い て は 、 板 ば ね を 用 い る と 棒 ば ね を 一 連 に て 重 ね て 作 っ た の と
同 様 の 性 能 を 持 ち 、 狭 い 場 所 に も 設 定 可 能 で あ る と 共 に 構 造 が 単 純 で あ る 事 か ら 清 潔 で 清
掃 も 容 易 で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 請 求 項 ８ で の コ イ ル ば ね に お い て は 、 コ イ ル ば ね を 用 い る と 長 い 棒 を 捲 い て 出 来 て い る
事 か ら 、 同 じ 弾 力 の 負 荷 を 要 求 さ れ た 場 合 短 い 棒 で 受 動 す る よ り 、 長 い 棒 で 受 動 す る 方 が
同 じ 長 さ に 掛 か る 負 荷 は 小 さ い の で 無 理 が 無 く 弾 力 を 円 滑 に 働 か せ る こ と が 可 能 で 劣 化 も
少 な く 優 れ た 性 能 を も つ 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 請 求 項 ９ で の 潰 し コ イ ル ば ね に お い て は 、 コ イ ル を 潰 す と 無 用 な 中 空 部 は 圧 縮 さ れ て 殆
ど 無 く な り 、 そ れ だ け 装 置 の 縮 小 化 に 貢 献 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 請 求 項 １ ０ で の 磁 石 に お い て は 、 磁 石 は 劣 化 が な い と 共 に 強 力 な 磁 力 を 利 用 す る と 設 定
場 所 は 嵩 張 る 事 無 く 装 置 の 縮 小 化 に 貢 献 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 請 求 項 １ １ で の 連 結 材 に お い て は 、 連 結 材 は 被 覆 片 と 可 動 材 と を 直 接 、 間 接 に 仲 介 す る
も の で あ り 、 被 覆 片 を 作 る 作 業 で 肉 の 薄 い 被 覆 片 に 埋 没 固 定 す る と き は 、 美 観 を 損 う 事 無
く 且 つ 補 強 の 重 責 を も 忘 れ ず に 歯 　 部 に 沿 う て 被 覆 片 の 上 、 下 面 の 中 間 に 来 る よ う に 、 ま
た 可 動 材 に も 直 接 、 間 接 に 連 結 す る も の で 命 綱 と も 言 え る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 請 求 項 １ ２ で の 板 に お い て は 、 板 の 上 、 下 の 端 部 に 係 合 す る 軌 道 を 設 け る と 、 下 端 部 に
設 け た 軌 道 に は 板 の 下 端 部 が 係 合 し て 進 退 し 、 上 端 部 に 設 け た 軌 道 に は 板 の 上 端 部 が 係 合
し て 進 退 す る と 共 に 横 転 防 止 と し て の 働 き を も 持 つ 事 つ 事 が で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 請 求 項 １ ３ で の 横 転 防 止 棒 に お い て は 、 連 結 材 に 二 本 の 棒 を 平 行 に 設 け て 、 下 段 の 棒 は
単 に 軌 道 を 進 退 し て 働 き 、 上 段 の 横 転 防 止 棒 は 軌 道 に て 働 く と 共 に こ れ に 固 定 連 結 さ れ た
被 覆 片 の 横 方 向 に 転 ぶ の を 防 ぎ 、 さ ら に は こ の 下 段 の 棒 と の 間 の 無 用 の 空 間 に は 可 動 材 を
挟 み 込 ん で 設 け る 事 も 可 能 な 事 か ら 装 置 の 縮 小 化 に 貢 献 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】

(7) JP 2002-113021 A5 2005.12.2



　 請 求 項 １ ４ 、 １ ５ で の 軌 道 に お い て は 、 連 結 材 に 固 定 連 結 さ れ た 被 覆 片 が 進 退 す る と き
、 こ れ が 遊 動 す る と 床 と 被 覆 片 と の 間 に 却 っ て 大 き な 隙 間 が で き て 支 障 を 来 す 事 に な る 等
か ら 、 被 覆 片 が 進 退 す る と き 元 の 正 位 置 に 必 ず 嵌 り 込 ん で 正 確 な 働 き が 出 来 る よ う に 軌 道
を 設 け て 前 記 し た 支 障 を 払 拭 し た 。 さ ら に は 被 覆 片 を 作 る と き 、 美 観 を 損 わ な い 並 び に 補
強 線 と も な り 得 る 効 果 を 求 め ら れ て い る 連 結 材 は 切 曲 調 整 に は 数 回 は 嵌 脱 を 強 い ら れ る 事
か ら 、 作 業 の 最 初 に 軌 道 を 床 に 固 定 し て お く と 基 本 が 確 定 し て 作 業 が 容 易 で 正 確 な も の と
す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 請 求 項 １ ６ で の 縦 支 点 材 に お い て は 、 縦 支 点 材 は 連 結 材 と 一 体 の 被 覆 片 の 横 方 向 の 遊 動
を 制 御 す る も の で あ る と 共 に 、 被 覆 片 を 作 る と き 被 覆 片 が 嵌 合 す る 凹 部 が 床 に 作 っ て あ り
、 こ の 凹 部 の 一 方 側 に は 被 覆 片 の 遊 動 を 制 御 す る 堤 が 自 ず と で き て お り 、 凹 部 の 他 方 側 に
は 堤 が 無 い 又 は 低 い 場 合 は こ の 他 方 側 に 向 か っ て 被 覆 片 が 遊 動 を し な い 様 に 縦 支 点 材 を 設
け て 被 覆 片 の 遊 動 を 制 御 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 請 求 項 １ ７ で の 横 支 点 材 に お い て は 、 横 支 点 材 は 連 結 材 と 一 体 の 被 覆 片 が 上 、 下 方 向 の
遊 動 を 制 御 す る も の で 、 「 長 い 被 覆 片 」 を 作 る と き は 、 こ の 被 覆 片 が 嵌 り 込 む 床 に 掘 削 し
て 設 け た 凹 部 の 両 側 に は 必 ず 自 ず と 堤 が 出 来 て お る 場 合 、 こ の 両 側 の 堤 に 拠 り 被 覆 片 の 横
方 向 の 遊 動 は 制 御 さ れ て 、 被 覆 片 の 上 、 下 方 向 へ の 遊 動 の み を 制 御 す れ ば 良 い 事 と な り 、
こ の 事 か ら 横 支 点 材 を 設 け 可 動 材 （ 力 点 ） は 僅 か に 上 方 か ら 引 っ 張 る と 被 覆 片 （ 作 用 点 ）
は 下 方 に 向 か っ て 働 き 床 と 密 接 し て 隙 間 を 作 る 事 な く 進 退 す る の で 被 覆 片 の 浮 揚 を 防 ぐ 事
が 出 来 る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】
上 顎 の 残 存 歯 に 局 部 床 義 歯 を 装 置 し て 反 転 し た 上 面 図 。
【 図 ２ 】
図 １ の Ａ － Ａ 線 断 面 図 。
【 図 ３ 】
被 覆 片 を 詳 述 し た 図 １ の 正 面 図 。
【 図 ４ 】
連 結 用 部 材 の み の 実 施 例 を 示 し た 斜 視 図 。
【 図 ５ 】
連 結 用 部 材 の み の 実 施 例 を 示 し た 側 面 図 。
【 図 ６ 】
図 １ の Ｂ － Ｂ 線 断 面 図 。
【 図 ７ 】
被 覆 片 を 詳 述 し た 図 １ の 左 側 の み の 正 面 図 。
【 図 ８ 】
連 結 用 部 材 の み の 実 施 例 を 示 し た 側 面 図 。
【 図 ９ 】
図 １ の Ｃ － Ｃ 線 断 面 図 。
【 図 １ ０ 】
被 覆 片 を 詳 述 し た 図 １ の 右 側 の み の 正 面 図 。
【 図 １ １ 】
連 結 用 部 材 の み の 実 施 例 を 示 し た 側 面 図 。
【 図 １ ２ 】
連 結 用 部 材 の み の 実 施 例 を 示 し た 側 面 図 。
【 図 １ ３ 】
図 １ ２ の Ｄ － Ｄ 線 断 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 局 部 床 義 歯
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２ ， ３ ， ４ ， ５ ， ６ 　 残 存 歯
３ ８ ， ３ ９ ， ７ ０ ， ９ ３ ， ９ ４ 　 隙 間
７ ， ８ ， ９ ， １ ０ ， １ １ 　 被 覆 片
１ ２ ， １ ３ ， １ ４ ， １ ５ ， １ ６ 　 被 覆 片 延 長 部
６ ７ ， ８ ０ ， ８ ４ ， ９ ５ ， １ １ ６ 　 接 続 台
２ ５ ， ２ ６ ， ２ ７ ， ２ ８ ， ２ ９ ， ３ ０ ， ３ ０ ′ ， ３ １ ， ７ １ 　 連 結 用 部 材
２ ４ ， ５ ９ ， ８ ７ 　 引 っ 張 り 棒 ば ね
４ １ 　 引 っ 張 り 板 ば ね
４ ５ 　 引 っ 張 り コ イ ル ば ね
７ ８ ， １ ０ ６ 　 潰 し 圧 縮 コ イ ル ば ね
１ １ ５ ， １ １ ５ ′ 　 磁 石
６ ９ ， ６ ９ ′ ， ７ ４ ， ７ ４ ′ 、 １ ２ ３ ， １ ２ ３ ′ 　 軌 道
３ ４ 　 縦 支 点 材
８ ９ ， ９ ７ 　 横 支 点 材
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 図
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】
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